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　第２回定例会では、甲斐純一郎議員（阿蘇市）が「消防組織に関する件」についての一般質問を行いま
した。

Ｑ．消防本部をはじめ各消防分署・分駐所の現有消防施設（庁舎）の状況は
Ａ．　平成２８年度事業で、庁舎保全計画調査を実施した結果、「早急な改修改善箇所はないも
　　のの、各設備等の耐用年数を過ぎているために、改修計画が必要」との事でした。今後、執
　　行部および構成市町村とも協議しながら、改修計画を慎重に進めていきます。

Ｑ．火災発生及び事故種別における救助活動状況は
Ａ．　火災は、過去５年間で年平均５３．４件
　　発生しており、建物火災、林野火災、その
　　他火災の３種別がほぼ大部分を占めていま
　　す。阿蘇地域の火災件数の特徴としては、
　　火入れの飛び火による火災や枯草火災が多
　　いことが挙げられます。救助は、火災とほ
　　ぼ変わらない年平均５３．６件です。主に
　　人命救助に伴う火災出動、交通事故、その
　　他事故等による出動に大別されます。救急
　　は、令和４年は３，２５４件と出動件数が
　　増加しました。

Ｑ．消防署職員定数の不足の現状について
Ａ．　定数１３０名に対し、１０月１日現在で職員１２５名、令和６年３月３１日末に早期退職
　　１名により１２４名になる予定です。定数１３０名に向けて６名の採用を予定しており、11
　　月上旬には合否が決定しますが、定数に満たない場合は令和６年度に採用試験を行い、万全
　　の警防体制を整えたいと考えています。
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